
 四日市版コミュニティスクール報告書（令和６年度総括） 

 

四日市市立西笹川中学校  

 

                        校長 長尾 竜二    

             

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

○校長が作成する「学校づくりビジョン」に沿って学校経営及び学校教育活動が適正に行

われているかどうかを定期的に検証し、学校経営及び学校教育活動を充実させる。 

○学校経営及び学校教育活動について、地域からの声や地域の力をより多く反映させ、地

域とともに課題を共有し、課題解決に向けての方向性や方策を検討することで、よりよ

い学校経営を目指す。 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 

運営協議会委員が、本校の教育活動を参観したり、共に地域の行事活動を行ったり 

することで「地域とともにある学校づくり」を実践した。昨年度から再開した、地域 

行事や学校行事は、今年度も本来の形式で開催することができた。 

   西笹川中学校区では、外国にルーツを持つ方が多く住んでおり、運営協議会委員も、

多様性に富んだ街づくりを目指している。そこで、中学校の生徒たちと触れ合いなが

ら、多文化共生を推進する大人になってほしいという願いをもって、学校とともに生

徒の育成を行ってきた。 

（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

西笹川中学校では、多文化共生サークルや各部活が地域行事に参加をしながら、学

校運営協議会のみなさんに見学していただいたり、ともに活動を行ってきたりした。

地域の活動に参加し、学校運営協議会委員や地域の方々との交流を通して、生徒達は

笹川の地域に愛着を持ち、感謝されることにより自己肯定感を持つことにつながって

いる。 

☆笹川ふれあい春まつり(4/28) 

 

 

 

 

 

 

 

☆笹川ふれあい夏まつり(8/11)  

 

 

３ 今後に向けて 
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☆笹川ふれあい文化祭(11/3) 

 

 

 

 

 

 

 

  

○学校行事や授業への参観 

学校運営協議会委員には、学校行事や授業の参観後し講評をいただいた。全校生徒の約

３.５割が外国にルーツをもち、「異文化への理解と共生」や「英語教育推進」を柱として、

多様性の視野がもてるような行事・授業づくりを行った。小中合同での開催を年２回行っ

ており、小学校の委員からも中学の様子を見て意見等をいただくことができた。 

自分の夢や志を持ったり、学習への意欲を高めたりする講演会も学期ごとに開催し、こ

のことについても地域の方の視点からアドバイスをいただいた。 

☆パネルディスカッション(6/15)  

 

 

 

 

 

 

 

 

☆多文化共生講演会（11/16）☆キャリア学習講演会（11/16） 

 

 

 

 

 

 

 

☆キャリア学習講演会（2/21） 

 

 

 

 

 

 



☆学校運営協議会・授業参観・行事参観の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後に向けて 

昨年度から、様々な地区行事が復活し運営協議会委員や地域住民の方々との交流を

今年度も深めることができ、中学生の活躍を喜んでいただける場面が増えた年となっ

た。また、体育祭や文化祭といった行事、及び授業参観等で生徒の様子を参観してい

ただき、その後の運営委員会で意見交流を行った。 

運営協議会委員からは、「地区の文化祭の準備だけでなく、後片付けも率先して手

伝っている姿がよかった」とお褒めの言葉をいただいた。また、学校アンケートの「自

分は、笹川地区が好きだ」という質問項目では、９２．１％もの生徒が肯定的評価を

している結果を、大変喜んでいただいた。近年、９０％台の生徒が肯定的評価をして

いるので、引き続き地域活動に参画して地域に根ざした学校づくりを行い、肯定的評

価の継続を目指していきたい。 

  運営協議会委員からアドバイスをもらうことは、学校経営や学校教育活動の充実だ

けでなく、子どもたちの地域への参加・参画の仕方の充実という面でも大いに役立っ

ている。 

   また、この運営協議会を定着化することで、「学校づくりビジョン」の実現が可能に

なるとともに、「地域とともにある学校」という存在で地域と学校との距離が縮まって

いる。外国にルーツを持つ家庭が非常に多い地域であり、学校でも地域でも言葉の問

題や文化の違いをはじめとして様々な課題を抱えている。しかし、地域の「多文化共

生サロン」や学習支援の「笹川こども教室」等、地域のサポート機関と連携しながら、

外国にルーツを持つ方々にも日本人の方々にも住みやすい「多文化共生の街づくり・

学校づくり」は確実に進展している。 

   今後も、さらに深いご意見・ご助言等をいただきながら議論をすすめ、地域の活動

をともに行うことにより、地域とともにある学校経営と学校教育活動の充実へとつな

げていきたいと考えている。        
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月 協議会の開催 活 動 内 容 

４ 
 
 
 

 

５ 
5/16 第１回運営協議会 
 於西笹川中学校 
 

○コミュニティスクールについての説明 
○本校のビジョン・教育活動・年間計画等の説明 
○指定書・委託書の交付 ○委員長選出 

６ 
6/15  キャリア教育 
 パネルディスカッション 
於西笹川中学校 

〇パネルディスカッション参観 

７ 
7/2 第２回運営協議会 
 於笹川小学校 
<笹川小学校と合同委開催> 

〇授業参観 
〇小学校・中学校の児童生徒の様子について 

８   

９ 
9/10第３回運営協議会 
 於西笹川中学校 
<笹川小学校と合同委開催> 

〇授業参観 
〇小学校・中学校の児童生徒の様子について 

10 
10/7  体育祭 

於西笹川中学校 
○体育祭参観 子どもたちの様子について 

11 
11/1 第４回運営協議会 

文化祭 
     於西笹川中学校 

○文化祭参観 子どもたちの様子について 

12 
11/16 多文化共生講演会 
     於西笹川中学校 

〇多文化共生講演会参観 

１ 
 
  

 

２ 
2/18 第５回運営協議会 
 於西笹川中学校 
 

○「学校づくりビジョン」と「自己評価」につい
ての説明・検討 

○各重点目標に対しての取組の振り返り・意見聴
取と懇談 

３ 
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